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令和５年新城市議会１２月定例会

受 理 番号 令和５年請願第５号

受理年月日 令和５年１１月２７日

件 名 学校給食への有機・無農薬・無化学肥料米の導入を求める請願

請願者の住所

及び氏名 杉山生産組合 組合長 白井倫啓

請 願 の 要 旨 請願の趣旨

市内において、高齢化、後継者不足で農業が維持・継続困難な状況

であることは明らかで、杉山生産組合でも、何とか生産組合を維持し

ている状況である。生産組合が解散となれば、農業者の関係がさらに

薄くなり、農地を守ることがさらに困難になることが容易に推測され

る。生産組合を継続し、杉山の農地を安定的に維持管理していくため

には、経済的に成り立つ農業を実現させる必要がある。そのため、今

年度当初から高付加価値の米作りの議論を進め、学校給食での活用を

学校給食課、農業課と相談してきた。無農薬・無化学肥料米（有機

米）生産拡大のために、学校給食での活用、公共調達の実現を請願す

る。

請願事項

千葉県いすみ市では、有機米１００％の学校給食をわずか４年で実

現させた。いすみ市担当課の話では、学校給食という食材の公共調達

をベースに、農業の可能性を開くことができるとのことである。有機

米づくりには、生産量の減少、品質の低下などのリスクが予想される

ため、農業者にとって取り組みづらい栽培と言える。しかし、公共調

達の方向が明示されていれば、高付加価値に見合った金額の保障もあ

り、売り先も確保されることになる。

有機農業は、世界的にも拡大の方向にあり、流れは確実に進んでく

る。その流れにいち早く乗ることが、新城農業が先行者利益を得るこ

とにつながる。公共調達による有機農産物拡大により、有機農業技術

の蓄積、併せて新城ブランド構築の取組を進めることで、市内全域に

有機農業の可能性を広げることにつながる。ひいては、新城農業の継

続性の確立につなげられるものと考え、学校給食での活用、無農薬・

無化学肥料米（有機米）の公共調達実現を請願する。

紹介議員氏名 山田辰也、カークランド陽子
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